2006年度第2回歴史地震研究会幹事会 議事録
　日時：2006年12月4日（月）13:00～15:00

　場所：東京大学地震研究所2号館2F講義室
　出席者：都司（会長），武村（副会長），小松原，宍倉，北原，植竹，林（以上，幹事）

議事

1. 2006年大船渡大会の総括
　前回の幹事会でとりまとめた「大船渡大会の総括」を踏まえて，大会準備などの会務にあたることを改めて確認した．

2. 2007年下田大会の準備
　下田大会に向けての準備について，北原行事委員長から下田市との打ち合わせ結果，および小松原総務委員長から静岡県との交渉状況の報告があり，今後の準備の進め方について議論した．

（報告）11月6日に下田市役所において，研究会（都司会長，武村副会長，小松原総務委員長，北原行事委員長）と下田市（渡邊助役，市史編纂室佐々木委員，葵学院石川副理事長，市民課山崎課長，土屋防災係長，佐藤防災係主事，教育委員会土屋生涯学習課長）で第一回打合会を行った．合意した内容は次のとおり．

・2007年9月15～16日の大会会場は下田市市民文化会館とし，利用料は無料．研究発表会は小ホール（15日午前・午後と16日午前），市民向け講演会は大ホール（16日午後），控え室は大会議室（15,16日）を利用する．
・研究発表会，市民向け講演会，巡見ともに，下田市と歴史地震研究会が共催し，静岡県および内閣府防災担当の後援を求める．後援を得る交渉は研究会が担当する．
・市民向け講演会は，下田市の代表者が開会あいさつをする．プログラムは歴史地震研究会が検討するが，下田市から提案がある場合は協議して決める．下田市と近隣市町の住民への参加の呼びかけなど広報活動は，下田市が担当する．
・巡見は，下田ボランティアガイド協会のボランティアと歴史地震研究会の専門家が協力して徒歩で市内の史跡見学を行う．見学箇所などは協会と研究会で協議する．

　打合会の後，研究会は伊東園ホテル蘂岬（はなみさき）に，15日夜の懇親会と70名の宿泊を仮予約した．ホテル側の条件は，研究会が宿泊者全員分を一括して申し込むことなどであった．

　静岡県とのやり取りでは，大会は県の後援取扱要領の基準を満たし、後援を得られる見通しがあることが分かった．また，研究会から県には，公開講演会への県民の出席を歓迎することを伝えている．

（今後の予定）内閣府防災担当は，後援の要件として広い支援が得られる行事としているので，地元報道機関の後援も得られるか，検討する．ガイド協会と巡見での見学箇所等を調整する．市民向け講演会では，下田市史編纂委員の佐々木氏を含め4名の講演でプログラムを組み，全体で2時間強とする方向で，行事委員会が講演内容の調整にあたる．講演会のレジメは7月末締め切りで，各演者に執筆を依頼する．2007年2月に，地震学会ニュースレターに下田大会の開催案内を広報委員会から投稿するが，日程・場所のほか，市民向け講演会のプログラム，宿泊所の紹介も含める．
3. ホームページ管理費について
　広報委員長から，研究会のホームページ管理について，次の報告があった．(1)ホームページを制作し，管理している「まえちゃんねっと」には，制作料を支払った後，維持費は支払っていない．(2)引き続き管理するための経費を照会したところ，前払いで1か月当たり1,000円との回答があった．

　低価格での申し出を受け入れて，引き続き「まえちゃんねっと」にホームページ管理を依頼し，今年度（2006年10月～2007年9月）分の管理費12,000円を支払うこととした．

4. 会員名簿の取扱い
　会員名簿を作成し2007年3月頃に会員に配布予定であるが，連絡先を非公開にする会員は多い．会員と連絡を取る必要があり，この名簿を用いた場合に業務に支障がある幹事は，財政委員会が管理する非公開情報を含んだ名簿を用いることとする．ただし，利用に際しては個人情報の管理に留意する必要があることを確認した．

5. 第四種郵便物の申請
　『歴史地震』が第四種郵便物学術刊行物の指定を受けるべく，12月4日付けで郵政公社東京支社に申請する．審査に通れば，2007年8月頃以降は一通につき百円程度の郵送料節減が期待できる．郵便料金の軽減措置を受けるには，(1)差出郵便局に事前の届出が必要，(2)会誌以外の同封は不可，(3)名称・発行者・発行頻度等に変更を生じた場合に届出が必要，等の条件があるが，いずれも研究会活動に支障はないことを確認した．

6. 2008年の大会
　2008年の大会について，これまでの経緯を確認し，議論したのち，幹事会としては9月につくば開催の案で検討を進めることを決めた． 
（経緯）2008年の大会について，9月の総会で決定した原則では関東周辺での開催となる．前回の幹事会では，ASCの開催日に近い日程・場所で2008年の大会を開くことを一候補としていた．ASCは，2008年の大会を11月23日の週につくばで開催することを決めた．

（議論）次のような議論があった。

・ASCと連続した日程で研究発表会を開催すれば，少数の海外研究者には，日本の歴史地震研究会に参加しやすくなるメリットはあるが，これはいかにも消極的な対応である．
・国際的な議論という点では，ASC2008に歴史地震関連セッションが設けられれば効果的である．もしASC2008に歴史地震関連のセッションが提案されれば，それに積極的に協力してはどうか．
・11月下旬は大学関係者の参加が得られにくいことと，事業年度との関係で，研究会を行うにはふさわしい時期とはいえない．
・研究会の現状では，歴史地震に関連する多分野の橋渡しの役割を重視するべきである．理工系研究施設が多く集まるつくばは，その観点で研究会の開催地候補としてふさわしい．また，大会実施にあたってつくば在勤の会員による協力を期待したい．
（今後の方針）幹事会としては9月につくばで開催する方向で検討を進める．また，同年11月のASC(Asian Seismological Commission)に歴史地震関係のセッションが提案された場合は，研究会が必要な協力をする．
7. 会員への議事録の周知
　本議事録は，前回幹事会での決定に基づいて，会員名簿に登録されたメールアドレス宛に電子メールで送信する（メーリングリストmushaを使う）．また，『歴史地震』の発行時に印刷物として収録する．
第3回幹事会の日程
　2007年3月5日（月）16時から東京大学地震研究所で開催する予定．

